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　Confectienery　used 五n 　the　Imperial　court 　in　 thc 　Edo 　cra 　was 　studied 　by　the　records 　of 　orders
，

known 　 as
‘‘Goyohikaecho

，

”kcpt　 in　Toraya ，　 a 　 confectionary 　 shop 　in　 I（yoto ．　 Five　 volumes 　 of

Goyohikaecho 　were 　surveyed 　to　clarify 　the　usage 　ofJapanese 　conf ヒctionery 　at 丘ve 　palaces　in　1783：

Kinri　Palace，　Sento　Palace
，
　Omiya 　Palace

，
　Nyouin 　Palace

，
　 and 　Shimyouin 　Palace．

　 The 　 confectioncry 　 supplied 　 to 　 each 　 palace　were 　analyzed 　by　kind 　and 　frequency　of 　use ．　The

number 　of 　kinds　of 　confectioneries 　were 　fewest　in　Omiya 　Palace　and 　grcatest　in　Shinnyouin　Pala  ．
Omiya 　Palace　tendcd 　to　be　supplied 　with 　the　same 　confectionery 　many 　times

，
　while 　Shinnyouin

Palace　tended 　 to　be　supplied 　 with 　different　kinds　 each 扛ime．　 Tbe 　confectioneries 　 were 　divided

into　threc 　groups ； seasonal ，　 non −seasonal 　 and 　others ．　In　Shinnyouin　Palace，
　various 　5easonal

confectioneries 　 were 　 supplied
，
　 but　in　Omiya　 Palace

，
　 the　 number 　was 　few，　 By　cluster　analySiS

of 　classi 盛ed 　 confectionery 　data
，
　Kinri，　 Scnto　 and 　Nyouin　Palaces　had　 a　 strong 　similarity ．　 Be−

cause 　of 　the 　palace　hierarchy，　Kinri　and 　Sento　Palaces　wcrc 　s叩 plied　with 　many 　high−priced　con −

fectioneries，　while 　the　othcr 　threc　palaccs　were 　supplied 　a　small 　quantity　of 　low−priced　conf ヒc鬯

tioneries，

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 （Received　September 　13，1990）
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　和菓子 は 江戸 後期 に 完成 した と い わ れ て い る．こ の 時

期に お け る菓子 の 実態 と宮廷で の 利用 との か か わ りを検

討 した．

　和菓子の 変 遷 に つ い て は ， 猪俣 ら
1，

や 中里 2】3｝

の 報告

が あ り， また ， 有平糖や落雁などの 個 々 の 菓子 に 関す る

研究
4 ⊃’T）

もある．また，秋山に よ る 茶湯献立指南
S）

や 槐

記
9】

など江戸期に記 され た茶道に関する文献に あ らわ れ

る菓子の研究や ， 江後ら に よ る菓子屋が注文を と る た め

に 書 い た 菓子見本 帳の 分析
10｝

も行わ れ て い る．その 時代

に どの よ うな菓子 が存在 した の か とい う研究は か な り行

わ れ て い るが ， しか し ， 菓子を 実際 に ，い っ ，どこ で ，

誰が何の 目的で 用い た か を 明 らか に した 研究は あま り行

わ れ てい ない 。著者 の 1人 は ， 江戸時代を通じて御所 の

奥 向 きの 御用 を 勤 め た川 端道喜 の 注文の 控帳 『御用永代

要聞記』 を 分析 し，宮中の 生活 の 中で 餅 や 菓子が どの よ

うに 用 い られ て きた か を報告11）した．続 い て 本報で は，

江戸時代に 御所 の 表向きの 御用を勤 め た 虎屋 が 御所へ 納

入 した 菓子を記録 した 『御用控帳』 を と りあげた ．虎屋

は 室町末期か ら虎屋を名乗り， 現当主 は 且7代目に な る

名家で あ る．

　『御用 控帳』 は ，虎 屋 が 御所の 注文 に 応 じて 菓子，粉

類 ， 砂糖 な どを納入 し た 記録で ， 単 な る商売 の 記録で は

な く，天皇 や 上皇の 好み ，節句や行事の 菓子 の 確認 な ど ，

（783） 31

N 工工
一Eleotronio 　Library 　



Japan society of Home Economics

NII-Electronic Library Service

Japan 　sooiety 　of 　Home 　Eoonomios

日本 家 政 学 会 誌 　VoL 　42　No．9 （且991）

そ れ以後 の菓子の納入 の参考にする た め の 重要な 記 録で

ある．虎屋 は こ れまで 数 回 火災 に あ っ て い る が，現存す

る史料 の 中で 比較的古 くて ，禁裏，仙洞，大宮，女院，

新女院の 五 つ の 御所 の 記 録 がそ ろ っ て い る，天明 3

（且783）年の 御用控帳 を分析 し ， 各御所 で の 菓子の 利用

状態 に っ い て検討した の で報告す る．虎屋 以外 に も数軒

の 店が御所 の 御用を 勤 め て い た が，虎屋 は 表御所の 御用

菓子司の 筆頭 の 地 位 に あ っ た ．文書 と し て は 虎屋 と川 端

道喜の 文書の ほ か に は残存する もの は 未見 で ある．

2 　調査史料および方法

史料 は つ ぎに 示す 6 点で あ る．

a ，御用控帳

b．御用控帳

C ．御用控帳

d．御 用 控帳

e ．御用控帳

f．御菓子絵図

禁裏御所

仙洞御所

大 宮御所

女院御所

虎屋 近 江大 操　天 明 3年

虎屋近江大橡　天明 3 年

虎屋近江大撒　 天 明 3年

虎屋近 江大 橡 天明 3年

虎屋近江大橡　天明 3年

　　文政 7年 10月 且7 日

図 L 天明 3年現在 の 各御所

表 1．各御所 の 菓子の 納入状況

　　　　　　　　新女院御所

　　　　　　　　　虎屋近江大操

　史料 a か ら e の 5点 は ， 天 明 3年の 1年間に 虎屋が五

つ の 御所 へ 納入 した 菓子 そ の 他の 控え で ， 日付，菓子名，

納 入量 ，価格が 記 され て お り，誰 に，い つ
， どの よ うな

菓子を納入 した か が記 され て い る点 で貴重 な 史料で ある．

史料 fは，御用菓子の 見本帳で ， 上 下 2冊か らな り，の

ぺ 353 種の 菓子が彩色 し て 描か れ ， その うち の 225 種 に

は，材料名が 記 され て い る．こ れ ら は すぺ て 虎屋所蔵の

史料で あ る．こ れ らの 史料 か ら菓子の デー
タ ベ ース を作

成 し，各御所の 納入 日数， 納入 件数，菓子種類数，価格

な どの 比較，お よび菓子 の 分類を行 い
， 各御所の 利用状

態 を検討 した．

納 入 件 数 　納 入 日 数 　菓 子 の 種 類 数

（件 ／年）　（日 ／年）　　（種／年）

禁 裏 御 所

仙 洞 御 所

大 宮 御 所

女 院 御 所

新女 院 御所

297255

繃

225169

10010616210778108

且03899289

　3． 隅査結果および考察

　天明 3年現在の 各御所 に つ い て，図 1 に 示 し た．115

代桜町天皇の 死後，女御の 青統門院 68歳 は 大 宮 御所 に 住

み ，
つ ぎの 116代挑園天皇の 死後，女御の 恭礼門院40歳

は 女院御所に 住ん で い た．つ ぎの 117 代後桜町天皇43歳

は 退位して 上皇とな っ て 仙洞御所 に 住み，つ ぎの 118代

後桃園天皇の 死後，女御の 盛化門院 25 歳 （天明 3年 10

月 12 日逝去 ） は 新 女 院 御 所 に 住 ん で い た ．禁裏御 所 に

は 在位 して 3年目の 119代光格天皇 13歳が 住ん で お り，

禁裏御所の 13歳 の 光格天皇を中心 に して ，25歳 か ら 6B

歳 ま で の 4 人 の 女 性 が それ ぞれ の 御所 に 住 ん で い た．虎

屋 は 御所の 西 ，

一
条通 鳥 丸 西 入 にあり，こ の 年 は 9 代 目

の 黒川 光利が店を相続して 2 年目 に あた る．

S2

　（1）各御所へ の 菓子の 納入 状況

　 1年間の 菓子の 納入状況を表 1に 示 した．納入件数 は，

禁裏御所 297件，仙洞御所 255件， 大 宮御所 364件 ， 女

院御所 225件 ， 新女院御所 169件で，合計 1，
　310 件 （こ

の うち 未解読 14件） で あ る． こ れ らの 件数 に は 菓子 の

ほ か tc， う どん の 粉 ， 勧心寺粉，うどん ，御汁，こ し 小

豆，砂糖など菓子以外の もの も含まれて い る．

　納入 件数と納 入 日数は 大宮御所 が 最 も多 く，最 も少 な

い 新女 院御所の 約2 倍で あ る．全体 の 菓子種 類数 et　282

種 （未解読を 含 ま ない ） で ．各御所別 に み る と，それぞ

れ 100種前後で あり， 納入件数は 2倍の 差 があ る の に

種類数はあま り差がみ られない．五 つ の 御所 へ 共通 し

て 納 入 され た の は ， 大 饅，大焼饅，朧饅，御好 小 干菓

子，浅 香 飴，源 氏飴 ，見 肥 ，うどん ，御 汁，う ど ん の 粉

の 10種 だ け で あ る．一
つ の 御所だ けへ 納 入 され た菓子

は ，禁裏御所 33種，仙洞御所 23 種 ， 大宮御所 騒 種 ，

女院御所 36 種，新 女 院御 所 46 種 で ， 合 計 172種 で あ

る．

　（2）各御所別 の 納入 件数 の 累積グ ラ フ

　御所別 の 納 入 件数の 累積 グ ラ フ を図 2 に 示 した，こ れ
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図 2．納入件数の 累積 グ ラ フ

は各御所 ご とに 納 入件数 の 多い 菓子 か ら順 に，その 件数

を累積し た もの で ある．図中に 垂線で 示 したの は ，納 入

件数が全 体の 60％に 達 した時の 菓子種類数 で あ り，禁

裏御所 25種，仙洞御所 26種，大宮御所 12種，女院御

所 20 種 ，新 女 院 御 所 32 種 で あ る，図 2 か ら，禁 裏，仙

洞 ， 女院の 三 っ の 御所に 比ぺ て ， 大宮御所 は 納 入件 数が

60 ％ を 占め る ときの 菓子種類数が最も少な く，同 じ 菓

子 を 何度 も注文す る傾 向 が み られ，逆 に 新 女院 御 所 は 菓

子種類数 が最 も多く， 毎回 異な る菓子 を注文す る傾向が

み られ る．

　つ ぎに 図 2 で 示 し た 納入件数 の 60％ を 占め る 菓 子 を

分類 した．納 入件数を考慮に 入 れ て，実際に は 禁裏御所

34種 （納 入件数 3 件以上 ），仙洞御所 29種 （3 件以上 ），

大宮御所 13種 （6 件以上 ）， 女 院御所 21 種 （4 件以上）．

新女 院 御所 25種 （2 件以 上）の 合計 122種 を分類 し た．

　（3）季節感 に よ る菓子の 分類

　122種 の 菓子を，菓子名の もつ 季節感 に した が っ て 分

類 し，表 2 に 示 した ．まず，季節感の あ る菓子 ，季節感

の ない 菓子，菓子以外の 三 つ に 分け ， さ らに 季節感の な

い 菓子を基本の 菓子 とその 他の 二 つ に 分類 した．季節感

の あ る菓子 に は，季節感をあらわ す言葉が 入 っ て い る菓

子が含まれ ， 基本の 菓子 に は，大饅 ， 羊羮などその まま

の 名前がつ い て い る もの が含 まれ，それ以外の 菓子 は す

ぺ て その 他に 分類 した ．粉類や う どん などは菓子 以外 に

分類 した，こ の 分類に した が っ て，各御所別 に 納入 件数

を 考慮 に 入れ た 分類結果を 図 3 に 示 し た．

　基本の 菓子 は ，禁裏御所，仙洞御所，女院御所 で は 約

30％ で あ るの に 対 し ， 大宮御所 と新女院御所で は と も

に 13％ と低 い 値を 示 した ．禁裏，仙洞，女院 の 三 つ の

御所で は ， 公式の 行事や儀礼が 多い た め に 基本 の 菓子が

多 く用い られ，逆 に 他の 二 つ の 御所で は，公式の 行事な

どが少 ない ため に 基本の 菓子が 少 ない の で あ ろ う．

　同 じ菓子を 何度 も注文す る傾向が 強い 大宮 御所 で は，

そ の 他の 43 ％ の うち，「うき うき」 とい う米粉 で っ くっ

た 団子が 33％ を 占め ， また 菓子以 外の 40 ％の うち，こ

し小豆 が 16％ を 占め るな ど，う き うきと こ し小 豆 を あ

わ せ て 約 50％を 占め ，こ れ に 対 して 季節感 の あ る菓 子

ば 4 ％ で 最も低い 値を示 した．大宮御所の 当 主 は 68歳

で 好み の 菓子を い つ も注文した の で あ ろ う．逆 に ，毎回

異 な る菓子を 注文す る 傾 向 の 強 い 新女 院 御 所 で は，25 歳

とい う当主 の 若さが多様 な嗜好 を示 し，季節感の あ る菓

子が 28％ と最 も多 く，多様な菓子 が納 入 され て い る．

　 つ ぎに 各 御 所 の 分 類 の 類似度 を み る た め ，図 3 の 結果

に つ い て ク ラ ス タ ー
分析を 行い ，その 結果を図 4 に 示 し

た．禁裏御所 と仙洞御所が 類似度 が 最も高 く，つ ぎに 女

院御 所 ，新 女 院 御 所の 順 で，大宮 御 所が 類似度 が最 も低

い ．

　（4）納 入件 数 と総 価 格

　納 入 件数 と 総価格の 関係 を 図 5 に 示 し た．禁 裏 御 所 と

仙洞御所 に 対 して ，他の 三 つ の 御所 は，納入 件数 に 比べ

て 総価格 が低 い ，表 3 に 示 した 納 入 1件 あ た りの 価 格 は，

禁裏御所が 30，3 匁で ，女院御所の 7，2 匁 の 約 4 倍 で あ

る．禁裏，仙洞，女院 の 三 つ の 御所 は，累 積 グ ラ フ

（図 2）や ク ラ ス タ ー分析 の 結果 （図 4 ） は よ く似て い

る が， 納入件数と総価格の 関係で は女院御所だけ は，他

の 二 つ の 御所 とは 異な っ て い る．

　（5）菓子 の 単価 と納 入 量

　納入 1件 あた りの 価 格の 差の 原 因 を 調ぺ る た め ，表 2

に 示 し た 禁裏，仙洞，女院の 三 つ の 御所へ 納入 され た お

もな数物 に つ い て ，そ の 10個 の 単価 と納入 量 を 表 4 に

示 した．数物 とは 菓子を何個 と数 え る 菓子で ，禁裏御所

10 種，仙 洞 御 所 11種，女院 御所 9 種 に つ い て 検討 し

た．単価で は ， 大鰻は 禁裏御所 と仙洞御所で は 1，85 匁

に 対 し ， 女院御所で は 1．　35匁 ， 朧 饅は 仙 洞御所 で は

2．05 匁 に 対 し，女 院御所で は 1匁 とい う よ うに 差が つ い
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表 2．季節感に よ る分類

禁裏御所 仙洞御所 大宮御所 女院御所 新 女 院 御所

季 節感 の あ る 菓 子

初 雁 5

菊 の 下 水 4

霜 紅 梅 4

水羊 羹 4

梅の 花 餅 3

水 仙 饅 3

若 草 饅 3

花 の 香 7
八 重 山吹 5
こ の 花 4

花 あ や め 4

若 緑 4

花 敷 庭 3

水 羊 葉 3

梅の 花餅 8 大落雁 7

梅の 花 餅 6

水款冬 4

きせ わ た 5

花 の 袖 4

春 の 曙 4

柏 落 雁 3

菖 棕 3

紅 梅 楼 3

落雁 3

小 倉 山 2

初 時雨 2

雪 輪落 雁 2

若草饅 2

基本 の

　 　 菓 子

御好大饅 23

小 干 菓 子 9

折小 饅 6

御 好 小 干 菓子 4

羊羮 4

中焼 饅 3

大焼饅 3

大鰻 且4

御 好小 干 菓子 且0

御 好 大鰻 9

小 干 菓子 9

中焼 饅 7

腕 餒 3

御膳駝簸 3

中干菓 子 11

御 膳 朧 饅 7

小 干 菓 子 6

羊羮 6

壱分焼 饅 12

朧饅 7

焼 饅 7

大饅 6

壱分 隴 饅 5

小 干菓子 5

八 厘 焼 饅 頭 5

御 好小 干 菓子 4

大 饅 7
大 焼 饅 3

羊羮 2

季節感 の

な い 菓 子

そ の 他

源氏飴 16

軽 め い ら 且0
玉 手箱 8

入 野 8

浅 香 飴 7

浅 治 飴 4

差 出磯 4

新 な ん ぱ ん 4

箱羊 羮 4

小 倉 焼 3

玉 嶋 川 3

巻雲 3

や す ら ひ 3

由良の 戸 3

浅 香飴 7

玉 手 箱 7

源 氏 飴 5

織 留 4
見 肥 4

や す らひ 4

小 倉 野 3

白肥 糖 3

由 良 の 戸 3

横雲 3

5 き う き 75

見 肥 13

源 氏飴 10

七 色干 菓子 11

見 肥 8
玉 手箱 8

高麗 煎餅 6

源 氏飴 5

朝 日山 4

岩 尾 の 花 4

見肥 6

巻雲 6

源 氏 飴 5

高 麗 煎餅 4

西 王 母 2

差 出磯 2

か し わ ／菊葉 2

菓　 子　 以 　 外

うど ん の 粉 10

こ し小 豆 9

勧 心 寺 粉 9

御 汁 85

ど ん 5

出 嶋 3

う ど ん の 粉 11

御汁 且0

こ し小 豆 8

勧 心 寺粉 7

5 ど ん 3

こ し小 豆 36

う ど ん 17

御 汁 17

うど ん の 粉 13

勧 心 寺粉 8

う ど ん の 粉 19

5 ど ん 5

御汁 5

こ し小 豆 16

う ど ん 3

うど ん の 粉 2

御汁 2

数 字 は 1年 間 の 納 入 件数
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　　図 5．納入 件数 と総価格

表 3．納入 1件あ た りの 価格 （匁）

loooa

500e

（
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弊

新女院

御 所
281335 24

禁 裏御 所 　仙 洞 御所 　大 宮 御 所　女 院 御 所　新 女 院 御 所

30．3 20．6 7．6 7．2 ll，8

驪 鞫 感嬲 躰 鬪 そ ・ 他口 好 以 外

　　 図 3．季節感に よ る分類

表 4．菓子の 単価と納入量

鬯
囮

菓　 子 　 名
納 入 単 価 納 入 量 1 回 の 納

件 数 （匁 ） 　（個） 入 量（個）

　 　 　 禁裏　　 仙洞　　 女院　　新女院　　大富

　 　 　 卸 所　　 御所　　 啣所　　 御 所 　　 御所

図 4．季節感に よ る分類 の ク ラス タ ー分析結果

禁 裏 御所

　 御 好 大 鰻

　 玉 　 手 　 箱

　 霜 　 紅 　 梅

仙 洞 御所

　 大 　 　 　饅

　御 好 大 饅

　玉 　手 　箱

　朧 　　　鰻

女 読 御 所

　壱 分 焼 饅

　 玉 　 手 　 箱

　朧 　　　饅

　大　　　饅

384

昌

2
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艮．85　 　 2，688

2．8　 　 　1，090

2．95　 　 　 710

1，851
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．81

】．35

776760760420

420555595250

269136178

55

册

0940

59FJ23684

・

て い る．さ きに饗応の さい に，身分に よ り膳組の 格式が

異 な る こ とを 指摘し た がta）13）， こ こ で 大饅，朧饅 の 価

格 に 差があ る の は や は り御所 の 格式の 差 に よ る も の と

考 え られ る．こ の 単価 の 差 は 菓子の 大 きさに よ る 差 で あ

り，同 じ大饅の 注文があ っ て も，禁裏御 所 と 仙 洞 御 所

に は 大型の 単価の 高 い もの を納 入 し，他の 三 御所 に は 小

型の 単 価の 低い もの を 納入 す る よ うに し て い た．天皇 の

禁裏御所 ， 上 皇の 仙 洞 御所 に 対す る女院御所 とい う御所

の 格 の 差 は こ の よ うな 菓子の 大 き さ に まで 現れ て い る，

1回 の 納 入 量 は，検討 した 数物 の 納 入 量の 平均であり，

検 討 し た 数物 は 禁 裏 御 所 10 種，仙洞御所 11種 ， 女院

御 所 9種，　1回 の 納 入 量 の 平 均 は そ れ ぞ れ 183 個，
116個，46 個．

禁裏御 所 は 183個 で 最 も多 く，仙 洞御所 は そ の 約 3 分 の

2 の 116個，女院 御所 は46個 で 禁裏御所 の 約 4 分 の 1 で

ある，こ れ は それ ぞれ の 御所 に 勤 め る 人 の 数の 大 小 を 表

し て い るの で あろ う．女院御所 で 単価の 低 い 菓子 を少量

用 い る 傾 向 は ，棹物 （何棹 と数え る 菓子 ）や 干 菓子 （何

斤，何枚 と 数え る 菓子） に もみ られ た ．ま た ， 大宮御所

と新女院御所で も女院御所 と 同様な傾向が み られ，こ の
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三 御所は 格が低 く， 女所帯で は，経済的 に も小規模 な御

所 で あ っ た．

　4・ 要 　 約

　天明3年の 五 つ の 御所 の 御用控帳を 用 い て 各御所の 菓

子の 利用状態を分析した．

　（1）大宮御所 は 同じ菓子を何度 も利用する傾 向がみ ら

れ ，新 女 院 御所 は 毎回 具 な る 菓子を 利用す る傾 向が み ら

れ た ．

　（2）菓子を 季節感の ある菓子，季節感 の ない 菓子，菓

子 以外 の 三 つ に 分 類す る と ， 大宮御所 は 季節感の あ る菓

子を ほ とん ど用 い な い の に対 して ， 新女院御所 は季節感

の あ る菓子を多 く用い る傾向がみ られte．

　（3）禁裏御所と仙洞御所は格の 高い 大型 の 単価 の 高い

菓子を多量 に 用 い る傾 向がみ られ，他 の 三 つ の 御所 は，

小人数 で 格 の 低 い 小 型で 単価の 低い 菓子 を少量 用い る 傾

向が み られ た ．

　最後 に，貴重 な史料 の 利用を 許可 され た 虎屋文 庫 に 感

謝 しま す．
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